
話

通

例

措

調

毎

月

-

B

盟

行

第
四
占
「
孔
@
笥
三
揖
司
剤
ヤ
困
包
帯
三
一
周
一
層
畳
一
一
π

六
芝
国
億
六
周
二
十
-
四
国
軍
三
河
寛
獲
物
語
有

含苧湯手J控事;;節減R京

き費三第奉;(，市白書

示日野宮I'a 差J<.F司

政
府
支
出
と
所
得
増
加

j
i
-
-
E
i
-
-
j
i
-
-
文

畢

博

士

高

田

保

馬

横
井
小
捕
の
経
済
思
想
:
・
j
i
-
-
-
j
i
-
-
・
:
経
済
事
博
士
本
庄
柴
治
郎

特
珠
リ
ン
ク
制
の
諸
問
題
・
:
:
:
:
j
i
-
-
訓
告
宵
白
書
土
谷
吉
彦

時

論

支
那
に
於
け
る
門
戸
開
放
:
・
・
・
;
目
:
訟
幸
博
士
十
本

増
白
菜
セ
論
ず
'
'
・

E
-

一

喜

一

挙

博

士

汐

正
I

R
叩

(
禁

論

叢昨ハ

一
岬
代
に
現
は
れ
し
日
本
的
創
造
。
明
・
・
・
料
消
屯
1
4
2

中

公
正
債
格
の
意
義
，

A

a

-

-

-

:

-

a

E

-

経
済
準
土
中

静
態
的
貨
幣
四
一
論
三
動
態
的
貨
幣
理
論
組
済
事
士
服

複
式
簿
記
法
の
形
成
過
程
に
就
い
て

-al--

経
済
事
士
岡

説

苑

ル
・
プ
レ
!
の
経
済
費
蓮
階
段
読

:
j
i
-
-
経
済
畢
士
宮

耐

録

業

報

外
国
雑
誌
論
題

淘

載

口~~既

三重

川

典

之

助

九

日

官

一

部

新

一

本

愛

弐

本

又

良G.ftj主三夫



公
正
債
格
の
意
義

第
四
十
八
巻

五
三
八

t
F
=
一説

九
i¥. 

公

正

債

格
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意

義

中

A 、
F口i

賓

序

言

支
郊
事
費
を
契
機
と
し
て
我
園
民
経
済
が
本
格
的
に
統
制
経
済
に
移
行
し
凍
っ
た
事
は
苔
定
す
可
か
ら
ざ
る
事
賞
で
あ
お
c

而
も

事
費
が
軍
事
的
に
一
段
落
を
台
げ
、
愈
々
興
亜
の
犬
理
想
の
賓
現
の
鋳
め
に
所
謂
長
期
建
設
の
時
期
に
入
っ
て
よ
り
は
、
単
に
物
の

経
済
の
み
た
ら
や
貨
幣
経
済
の
商
よ
り
も
如
何
に
し
て
此
の
難
局
に
封
麗
し
行
く
可
き
か
と
言
ふ
事
が
一
居
重
要
怠
る
問
題
と
友
り

来
る
。
此
庭
に
適
正
友
る
物
債
の
確
立
維
持
と
言
ふ
事
の
必
要
不
可
綾
な
る
所
以
が
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、

一
方
に
物
資
需
給
の
適

合
を
闘
る
と
共
に
他
方
に
は
物
憤
共
の
も
の
を
直
接
に
統
制
す
る
の
必
要
が
起
っ
て
く
る
の
寸
あ
る
。

抑
も
粧
品
何
が
自
由
主
義
の
原
則
K
従
っ
て
運
行
し
、
各
個
経
済
の
自
由
な
る
経
済
活
動
に
よ
っ
て
調
和
あ
る
経
済
の
稜
展
が
期
待

せ
ら
れ
る
の
み
で
定
分
な
り
し
時
代
に
は
、
債
格
も
亦
各
人
の
自
由
競
争
に
よ
っ
て
需
要
供
給
の
適
合
す
る
所
に
自
ら
構
成
せ
ち
れ

る
を
以
て
充
分
で
あ
っ
た
。
然
る
に
圏
中
載
が
一
の
目
的
の
費
現
の
矯
め
に
、
経
済
の
各
方
闘
に
亙
っ
て
個
人
の
自
由
友
る
活
動
を
是

認
し
得
ざ
る
時
代
に
於
て
は
、
債
格
も
亦
需
要
供
給
の
適
合
す
る
所
に
自
ら
定
ま
る
を
以
て
満
足
す
る
事
を
得
・
泣
い
。
即
ち
債
格
も

亦
拘
束
せ
ら
れ
統
制
せ
ら
れ
ね
ば
左
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

我
園
に
於
て
も
巳
に
昨
年
の
春
以
来
、
物
慣
に
針
す
る
統
一
的
統
制
の
必
要
が
痛
感
せ
ら
れ
て
、
中
央
及
び
地
方
に
物
債
委
員
曾



が
設
け
ら
れ
、
政
府
資
金
の
撒
布
と
物
資
の
飲
乏
に
よ
っ
て
と
も
す
れ
ば
騰
貴
せ
ん
と
す
る
物
債
を
抑
制
せ
ん
が
偽
め
に
、
各
種
の

財
に
つ
い
て
最
高
債
格
が
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
斯
か
る
公
定
債
格
は
如
何
在
る
基
準
に
慕
い
て
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
。
叉

共
の
基
準
は
如
何
友
る
四
論
的
根
擦
に
基
く
可
き
で
あ
る
か
。
我
々
は
此
れ
に
闘
し
て
は
未
だ
充
分
に
浦
足
す
可
き
議
論
を
見
出
し

難
い
の
で
あ
る
。
仇
へ
ば
或
種
の
商
品
の
小
責
債
待
が
其
の
原
慣
以
下
の
最
高
公
定
債
格
に
規
制
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
新
か
る
最

高
公
定
債
俸
は
果
し
て
正
し
き
債
格
で
あ
る
か
。
又
此
れ
を
正
し
き
債
格
と
す
れ
ば
此
れ
を
是
認
す
可
き
理
論
的
根
擦
は
何
庭
に
存

す
る
か
。
此
れ
公
正
債
絡
の
現
論
叉
は
公
正
た
り
と
是
認
さ
る
可
き
債
格
に
闘
す
る
理
論
の
翻
望
せ
ら
れ
る
所
以
で
る
る
。

翻
っ
て
、
県
に

E
し
き
又
は
公
平
な
る
債
格
と
一
ぷ
ふ
黙
の
み
に
つ
い
て
見
れ
ば
.
我
々
は
自
由
主
義
経
済
同
甲
に
於
M
り
る
自
然
債
格

に
於
て
此
れ
を
求
め
る
事
が
出
来
る
。
即
ち
ア
ダ
ム
。
ス
ミ
ス
は
、
自
然
債
格
と
市
場
債
格
と
を
櫛
比
せ
し
め
亡
、
自
然
的
格
は
自

山
競
争
の
行
き
蓋
し
た
均
衡
欣
態
に
ゐ
け
る

E
常
な
る
債
格

l
i中
心
的
な
る
憤
格
で
あ
る
と
し
、
市
場
債
格
は
共
の
時
々
の
事
情

に
よ
り
て
此
の
自
然
恒
格
の
上
下
を
動
揺
す
る
現
賓
の
債
格
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
自
然
偵
僚
は
一
の
京
し
き
慎
格
で
あ

る
が
そ
れ
は
飽
く
ま
で
自
由
債
絡
で
あ
り
自
然
に
成
立
す
る
債
格
で
る
る
。

然
る
に
誌
に
要
求
せ
ら
れ
る
債
務
理
論
は
自
由
経
済
に
於
け
る
自
由
倒
的
情
の

mA酬
で
は
な
い
。
拘
束
せ
ら
れ
た
る
経
済
に
於
け
る

拘
束
債
格
の
理
論
で
あ
る
。
而
し
て
自
由
債
格
の
川
崎
論
は
英
闘
の
古
典
準
汲
に
於
て
の
み
た
ら
や
、
限
界
致
用
感
祇
や
数
迎
撃
波
や
更

に
マ
ル
ク
ス
理
論
陀
於
℃
も
繕
承
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
拘
束
償
絡
の
理
論
は
未
だ
定
分
な
る
殻
展
を
見
守
.
漸
〈
最
近
漏
逸

に
於
て
此
の
問
題
が
旺
ん
に
論
議
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
有
様
で
あ
る
。
殊
に
、
過
去
の
歴
史
に
於
て
自
由
債
格
で
な
く
拘
束
債
格
の
支

配
し
た
経
験
は
豊
富
に
存
す
る
に
も
拘
は
ら
中
、
此
れ
に
闘
す
る
理
論
に
見
る
可
き
進
歩
が
存
し
泣
い
の
は
一
の
不
思
議
で
も
る
字
。
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然
ら
ば
公
正
償
格
は
拘
束
債
格
と
し
て
如
何
友
る
地
位
を
執
る
可
き
か
。
叉
過
去
に
於
て
は
如
何
な
る
拘
束
債
格
が
行
は
れ
そ
れ

は
如
何
左
る
理
論
的
基
礎
に
基
い
て
ゐ
た
か
，
此
等
を
考
察
し
た
る
後
に
、
主
と
し
て
現
今
務
迩
に
於
℃
行
は
れ
て
ゐ
る
所
に
基
き

て
公
正
債
格
の
理
論
的
政
策
的
意
義
を
説
明
し
、
且
つ
此
れ
が
検
討
を
試
み
た
い
の
で
る
る
。

一一
拘
束
債
格
と
公
正
債
格

公
正
僚
絡
が
自
由
筒
格
で
は
泣
く
拘
束
せ
ら
れ
た
る
慎
格
の
一
で
あ
る
事
は
正
に
明
ら
か
な
る
所
で
あ
る
。
然
ら
ば
拘
束
債
格
及

ぴ
公
正
債
格
の
概
念
ば
自
由
経
済
の
下
に
於
け
る
自
由
償
格
に
封
比
し
て
如
何
友
る
地
位
を
占
む
可
き
か
。
又
拘
束
債
格
と
公

E
債

格
と
は
如
何
友
る
関
係
に
立
っ
か
。
先
づ
此
等
に
つ
い
て
の
概
設
を
試
み
ね
ば
友
ら
泣
い
。

最
初
陀
拘
束
債
格
が
如
何
・
な
る
意
味
に
於
て
も
自
由
債
格
で
・
泣
い
事
は
一
五
ふ
迄
も
な
い
が
、
此
の
概
念
を
明
確
に
す
る
錫
め
に
一

隠
そ
の
消
極
的
な
る
説
明
よ
り
始
む
れ
ば
失
の
如
く
言
ひ
得
る
の
で
あ
る
?
卸
ち
、
拘
束
債
格
と
は
古
典
準
娠
の
前
提
す
る
が
如
き

自
由
経
済
の
過
程
に
於
て
経
済
原
則
の
み
に
よ
り
て
成
立
す
る
債
格
、
邸
ち
市
揚
に
長
け
る
需
要
供
給
の
均
衡
と
云
ふ
目
的
資
現
に

よ
っ
て
成
立
す
る
債
絡
で
は
な
く
、
経
済
的
又
は
非
経
済
的
観
鮪
よ
り
従
っ
て
或
揚
合
に
は
個
人
の
利
害
を
超
越
し
て
.
財
の
交
換

債
値
の
寅
現
よ
り
以
前
に
一
定
の
組
織
慌
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
確
立
せ
ら
れ
る
所
の
債
格
で
あ
る
。
而
し
て
斯
か
る
債
格
の
決
定

確
立
は
何
ら
か
の
目
的
の
矯
め
に
せ
ら
れ
る
事
は
言
ふ
を
俣
た
ざ
る
所
で
あ
る
が
、
共
の
目
的
は
又
債
格
を
決
定
す
る
組
織
機
如
何

に
よ
っ
て
規
定
を
受
け
て
ゐ
る
。
卸
ち
園
家
又
は
政
府
が
債
格
を
規
定
す
る
揚
ム
口
と
共
の
他
の
権
力
的
組
織
憶
が
此
れ
を
規
定
す
る

揚
合
と
に
於
て
は
自
ら
共
の
目
的
が
契
り
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
識
に
拘
束
債
格
は
演
義
に
於
け
る
拘
束
債
格
と
狭
義
に
於
け
る
掬

Schachtschabel; a. a. O. S・475・2) 



束
債
格
と
に
分
た
れ
る
c

庚
義
に
於
け
る
拘
束
債
格
は
あ
ら
ゆ
る
槽
的
力
組
織
韓
の
規
定
す
る
債
格
で
あ
る
か
ら
、
其
庭
に
は
同
業

組
合
債
格
及
び
カ
ル
テ
ル
債
格
等
が
合
ま
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
斯
か
る
拘
束
債
栴
は
、
自
由
な
る
債
格
構
成
に
最
早
や
経
済
的
重
要

性
が
認
め
ら
れ
友
い
揚
合
或
は
何
ら
か
の
経
済
的
緊
急
扶
態
が
克
服
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ね
時
等
に
屡
K

表
は
れ
る
所
の
利
盆
債
格
で

あ
り
得
る
。
印
ち
必
や
し
も
図
家
園
民
会
鐙
の
矯
め
で
は
な
く
、

一
定
の
グ
ル
ー
プ
の
利
釜
の
矯
め
に
溺
営
左
る
憤
絡
で
る
り
得
る

の
で
あ
る
。
然
る
に
狭
義
に
h

叩
け
る
拘
束
債
格
は
園
家
に
よ
り
具
鱒
的
に
は
政
府
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
所
の
債
格
で
あ
っ
て
、

岡
家
は
此
れ
を
以
て
粧
品
問
指
令
の
手
段
と
し
此
れ
に
よ
っ
て
そ
の
目
的
を
途
行
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ぽ
十
引
に
公
正
債
格
は
右
の
如
き
拘
束
憤
絡
と
如
何
た
る
闘
係
に
立
っ
か
。
前
週
の
狭
義
に
帆
叩
け
る
掬
束
償
俗
印
ち
岡
家
的
拘

東
債
格
は
、

一
定
の
利
害
内
閣
轄
の
潟
め
に
受
賞
す
る
も
の
で
友
い
事
は
言
ふ
迄
も
な
く
、
又
必
や
し
も
公
正
侵
格
た
り
得
る
も
の
で

も
な
い
が
、
然
し
、
此
れ
が
公
正
償
格
の
迎
品
川
ゆ
を
掛
貝
現
世
λ
と
す
る
的
向
を
有
す
も
古
事
虻
注
意
せ
ね
ば
た
ら
泊
。
査
し
園
出
郊
に
よ
る

拘
束
債
格
は
綿
て
の
他
の
拘
束
債
格
の
上
位
に
立
ち
、
先
見
的
に
個
々
の
経
済
主
樫
及
び
経
済
圏
贈
の
利
害
領
域
よ
り
止
揚
せ
ら
れ

て
、
園
出
家
全
韓
又
は
経
済
全
慢
の
穣
結
よ
り
共
の
目
的
遂
行
の
矯
に
受
賞
友
る
債
格
た
ら
し
め
ら
る
可
き
最
大
の
僚
件
を
具
へ
居
る

が
矯
め
で
る
る
。
即
ち
公
正
債
格
は
国
家
的
拘
束
債
格
の
理
想
型
で
あ
っ
て
、
政
府
国
家
が
共
の
資
現
の
矯
め
に
種
h

な
る
債
格
拘

束
を
行
ふ
事
情
は
、
王
に
古
典
事
派
に
於
け
る
市
場
慣
格
が
常
に
其
の
理
想
型
態
た
る
自
然
債
格
に
近
づ
か
ん
と
す
る
が
如
き
関
係

に
立
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

斯
く
て
拘
束
経
済
に
お
け
る
公
正
偵
格
は
自
由
経
済
に
於
け
る
自
然
債
格
に
設
営
し
、
公

E
債
格
は
一
の
宮
司
Z
Z

一
の
∞

c
=
P
2切
で
あ
る
と
言
び
得
る
で
あ
ら
う
。
而
も
市
揚
債
格
に
針
立
す
可
き
拘
束
債
格
の
理
論
的
装
礎
付
け
は
、
必
然
的
に
公

で
は
友
く

公
正
偵
格
内
意
義

第
四
十
八
巻

主i
[LI 

第

競

C 

...Finan~ 
a. a. O. S S. 475-476， 50ト 503.
R. Hug; Zl1r Lehre von dem volkswirtschaftlich richtigen P回 ise
zarchiv， Nene Fo]ge， Band 6， Heft 2副

3) 



会
正
柄
同
格
の
意
義

主E
P且

第

披

第
四
十
八
巻

O 

正
債
格
の
理
念
よ
り
説
明
せ
ら
れ
ね
ば
友
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
時
代
的
に
異
り
た
る
制
約
を
受
け
る
が
放
に
、

公
正
&
云
ふ
事

κ闘
す
る
思
想
と
此
れ
に
基
い
て
現
賞
に
執
ら
れ
た
る
拘
束
僚
格
政
策
と
の
慶
還
を
、

シ

「タ
-'、

'" ヤ

IιL 
ペ下
ル引債

に格
fJk.の

っ
て
略
述
す
る
事
と
す
る
。

債
格
の
公
正
と
拘
束
債
格
の
際
史

一
光
づ
債
格
の
公
一
止
と
一
五
ふ
事
に
蜘
す
る
旧
心
抽
出
の
拐
、
認
を
詩
お
る
K
、
依
絡
め
公
定
と
-
一
戸
ロ
ム
思
想
は
日
に
蔭
〈
プ

7
ト
ン

K
M机て

此
れ
を
見
る
事
が
出
来
る
。
勿
論
彼
に
於
て
は
共
の
概
念
は
明
確
で
泣
く
且
経
済
理
論
と
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
は
友
い
が
、
債

格
の
公
正
と
云
ふ
事
は
園
家
全
般
の
維
持
の
矯
め
に
必
要
友
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
岡
家
が
財
の
同
県
の
償
値
に
従
っ
て
債
格
を
定
む
可

き
事
が
要
求
さ
れ
て
ゐ
品
。
又
ア
ラ
ト

y
よ
り
も
更
に
重
要
な
る
は
7

リ
一
ス
ト
テ
レ
ス
で

b
っ
て
、
彼
は
先
づ
岡
家
共
同
購
の
幸
繭

を
創
造
し
且
つ
此
れ
を
維
持
す
可
き
矯
に
は
公

E
と
一
玄
ふ
事
が
絶
封
的
に
必
要
友
る
所
以
を
力
説
し
、
交
換
両
首
事
者
の
人
其
の
も

の
に
一
定
の
公
正
友
る
格
付
け
を
考
へ
、
然
る
後
に
彼
等
の
財
の
公
正
た
る
量
的
交
換
比
率
を
要
求
す
る
。
郎
ち
交
換
者
そ
の
も
の

の
人
格
を
し
て
其
の
生
産
物
の
債
値
に
影
響
を
輿
へ
し
め
ん
と
宇
る
も
の
で
る
る
。
此
の
思
想
は
後
の
ス
ゴ
ラ
壊
滅
に
多
大
の
影
響

を
輿
へ
た
の
で
あ
る
が
、
向
そ
れ
に
至
る
以
前
に
、

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス

が
キ
リ
ス
ト
教
的
倫
理
観
よ
り
債
格
の
公
正

kr口
四
国
印
[
一
ロ
ロ
ω

を
要
求
し
、
慣
格
が
憤
値
に
一
致
せ
宇
交
換
賞
事
者
が
他
人
の
犠
牲
に
於
て
利
を
得
る
が
如
き
事
を
大
た
る
罪
幼
と
見
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。右

の
如
き
ギ
リ
シ
ャ
時
代
及
び
教
父
時
代
の
公

E
K
闘
す
る
観
念
は
、
中
位
の
都
市
経
済
に
於
け
る

Z
E
E
-
宮
2
E
E
(
公
正
な

j 官

Schach!schabel; &. &. o. S s. 477-501. 
a. a. O. S. 477・
a. a. O. 

&. a. O. S. 479・
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る
債
格
)

の
恩
想
に
多
大
の
影
響
を
輿
へ
た
が
、
向
ス
コ
ラ
曲
晶
子
汲
に
於
て
も
此
の
問
題
は
一
一
居
経
済
的
に
取
扱
は
れ
た
の
で
あ
っ
て
.

k
p
一宮ユ

szaEω
の
公
正
に
闘
す
る
思
相
川
を
窺
は
ね
ば
友
ら
左
い
。
帥
ち
彼
に
よ
れ
ば
.

我
々
は
先
づ
ア
ル
ベ
ル
ツ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス

-
3
5
E
g
ヨ
E
E
Z
(共
同
の
利
警
と
金
惜
の
問
祉
の
矯
め
に
す
る
債
格
統
制
と
は
最
高
の
原
別
で
あ
っ
て
、
財
の
交
換
に
於
て
は
持

働
及
び
費
用
の
同
一
国
主
が
交
換
せ
ら
る
可
き
事
印
ち

〉
ヰ
ロ
一
ぐ
mw
一ヨ
d
N
-
v

ユE
N
-
-》

が
確
保
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
言
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る。

は
込
疋
債
格
の
古
代
的
思
想
に
最
高
の
展
開
を
興
へ
た
の
で
あ
っ
て
、
有
機
的
金

憶
に
於
て
は
がJ

換
も
亦
一
つ
の
目
的
邸
ち
手
段
調
達
の
目
的
を
賓
現
す
可
き
も
の
と
し
、
等
債
値
の
交
換
即
ち

Z
5
4
P
Z
2
3
5
N
f

9
 

b

包
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
而
も
彼
が
、
日
公
正
慎
格
の
決
定
に
闘
し
て
、
間
早
に
等
し
き
持
働
及
川
快
等
し
き
党
府
佐
問
問
団

L
-
T
る
の
み
レ
ぽ

叉
ト

γ

ス
巾
ア
ク
ヰ
ノ

同

-rcg思
戸
〉
去
岡
山
口
号

ら
や
共
の
物
を
生
産
せ
し
人
白
鶴
(
又
は
其
の
身
分
)
が
考
慮
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
強
調
し
た
の
は
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
思
相
山
を

継
承
せ
し
も
の
で
あ
っ
て
、
現
時
の
H
W
A
E

債
格
の
問
題
を
理
解
す
る
上
に
於
て
も
甚
だ
重
要
左
る
事
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

右
の
如
く
中
世
迄
に
於
け
る
公
正
に
闘
す
る
忠
想
は
多
分
に
倫
理
的
な
る
要
求
を
含
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
共
の
後
に

於
け
る
公
正
債
格
の
思
想
は
如
何
に
務
展
し
た
で
先
づ
重
商
主
義
時
代
忙
於
け
る
公
正
債
格
に
闘
す
る
思
想
を
見
る
に
、
此
の
時

代
に
は
専
ら
経
済
原
則
が
高
調
せ
ら
れ
中
世
の
そ
れ
と
は
全
〈
異
り
た
る
性
栴
が
見
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
今
共
の
代
表
者
と
し
て

品
ス
テ
ィ
』

-
Z
・ァ

。・}
E
t

に
つ
い
て
見
る
に
、
彼
は
営
時
の
物
債
騰
貴
に
反
針
し
て
債
格
の
会
疋
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、

共
の
公
民
債
格
は
生
産
の
促
進
と
消
費
の
潤
津
と
云
ふ
目
的
の
矯
め
に
公

E
た
る
債
格
で
あ
っ
た
。
卸
ち
首
時
の
物
債
騰
貴
は
生
産

物
の
供
給
不
足
に
基
き
、
而
も
結
局
は
原
料
品
た
る
農
産
物
の
生
産
が
不
振
の
矯
め
共
の
債
格
の
高
き
に
基
〈
も
の
と
考
へ
ら
れ
た

公
正
債
格
の
意
義

第
四
十
八
巻

第

貌

C 

五
四
三

a. a. O. S. 481. 9) 



公
正
債
格
の
意
義

第
四
十
八
巻

五
四
四

第

披

O 
四

る
が
故
に
、
一
方
に
は
生
産
を
促
進
す
る
と
共
に
他
方
に
は
消
費
者
が
負
指
し
得
る
が
如
き
債
格
の
寅
現
を
要
望
し
た
の
で
あ
っ
た
。

而
も
此
の
際
調
占
債
格
が
排
斥
せ
ら
る
可
き
事
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
重
商
主
義
時
代
に
な
け
る
公
正
債
格
の
問
題
は
生
産
の
刺
戟
と

濁
占
債
絡
の
排
除
を
目
的
と
し
た
も
の
で
る
る
。

共
の
後
十
八
世
紀
末
よ
む
自
由
主
義
経
済
の
設
展
と
共
に
、
債
格
の
公
正
に
閥
寸
る
思
想
も
亦
一
時
影
そ
滑
め
た
の
?
あ
る
が
、

最
近
に
於
て
は
再
び
此
の
問
題
が
接
頭
し
、
該
に
二
つ
の
思
想
的
傾
向
を
見
る
事
と
な
っ
た
。
即
ち
共
の
一
は
国
民
経
済
的
現
論
的

お
も
の
で
止
り
問
酌
引
一
耐
酌
立
判
明
忙
立
り
も
の
で
め
る
が
、
他
の
一
政
経
欝
粧
済
撃
的
た
も
の
で
費
用
計
算
の
立
相
留
に
立
つ
も
の
で
あ

る
。
前
者
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
シ
ュ
パ
ン

。
・
回
目
】
田
口
ロ
及
び
カ
ウ
一
7

閉山・

-
p
z
F
等
が
曲
帯
げ
ら
る
可
〈
、
シ
ュ
パ
ン
に
よ
れ
ば
、

彼
の
金
槌
主
義
的
立
揚
よ
り
債
格
の
公

E
な
り
や
否
や
は
全
〈
経
済
の
構
成
分
子
の
構
造
が
正
し
き
か
否
か
に
依
存
し
、
経
済
の
構

遣
が
正
し
け
れ
ば
債
格
も
亦
自
ら
共
の
有
機
的
性
質
に
よ
り
で
公
正
た
ふ
り
得
る
も
の
と
す
る
。
又
カ
ウ
ラ
は
一
定
の
標
準
的
規
範
的

要
素
に
従
び
て
図
家
が
会
醐
慌
の
利
径
の
矯
め
に
債
格
政
策
を
行
ふ
時
に
債
絡
は
公
正
友
り
と
考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
叫
然
る
に
他
方

経
替
経
済
的
立
揚
よ
り
債
格
の
会
正
を
論
や
る
も
の
と
し
て
は
、

ロ
ー
レ
ン
ツ

m
F
F
b
E
E
R
及
び
シ
ュ

γ
ル
ツ
同
-
p
r
g包
官
等
が

象
げ
ら
る
可
〈
、
彼
等
は
共
に
公
正
債
格
の
問
題
を
企
業
の
費
用
計
算
よ
り
論
じ
て
ゐ
る
が
、
結
局
は
斯
か
る
計
算
の
困
難
た
る
所

以
を
表
明
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
一
の
企
業
に
と
り
て
公
正
た
る
債
格
は
考
へ
得
ら
れ
で
も
、
会
隠
経
済
へ
の
関
聯
に
於
て
園

民
経
済
上
公
正
な
る
費
用
の
計
算
を
行
ふ
事
は
全
く
容
易
な
ら
ざ
る
事
を
告
白
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
債
格
の
公
正
に
閲
す
る
議
論
は

4

濁
渇
に
於
て
ナ
チ
ス
の
政
搭
獲
得
前
後
よ
り
特
に
旺
ん
に
行
は
れ
る
事
と
な
っ
た
が
.
共

の
中
に
も
向
4

1
タ
E
1

の
如
く
此
れ
を
否
定
す
る
論
者
も
存
す
る
事
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
る
る
。

a. a. O. S. 485. 
a. a. O. S S. 48ι-487・
a. a. O. S. 487. 
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に
債
格
の
公
正
に
闘
す
る
思
想
が
右
の
如
き
褒
展
過
程
を
執
り
来
っ
た
と
す
れ
ば
、
此
れ
に
基
い
て
現
賞
に
は
如
何
在
る
拘
束
債

格
政
策
が
執
ら
れ
て
来
た
か
。
以
下
簡
単
友
る
歴
史
的
説
明
を
附
加
し
た
い
。

先
づ
ギ
H
シ
ヤ
の
古
代
は
さ
て
治
き
、
公
正
債
格
の
思
想
が
初
め
て
法
規
に
現
は
れ
た
の
は
か
の
デ
ィ
オ
タ
レ
テ
ィ
ア
ン
帝
閃
2
0『

の
時
代
で
あ
る
。
即
ち
所
詔

sacs-自
国
(
過
大
な
る
加
害
)
に
よ
っ
て
貰
乎
が
一
E
Z昌
司

5
2ヨ

』)一。
r
-
2一回、ロ

(
公
主
な
る
償
給
)

の
字
以
下
し
か
得
ら
れ
た
か
っ
た
揚
合
に
は
、
彼
は
代
金
を
沸
再
開
し
て
寅
口
聞
を
取
戻
す
穣
利
を
興
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
実
に
甫
一
一

要
注
る
丘
一
2
E
B
巳

OMEr-間

同

1
2
5
M
〈
何
回
出

}
5
5
(版
貰
物
債
格
白
雪
市
|
所
謂
一
ア
イ
オ
タ
レ
チ
イ
ア
γ

公
定
債
格
制
)
に
於
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
財
及
び
給
付
の
債
格
が
公
定
せ
ら
れ
、
債
格
の
決
定
に
は
個
人
の
利
盆
よ
り
も
全
憾
の
一
服
祉
2
言
ふ
事
が
重
要
税
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

而
し
て
ー
此
の
慌
格
公
定
に
於
て
は
、
消
費
者
忙
(
つ
い
て
ば
彼
等
の
所
得
に
闘
し
て
有
利
で
あ
り
同
時
に
生
産
者
に
つ
い
て
は
埴
営

の
利
潤
を
許
し
て
由
民
撒
き
得
る
が
如
き
債
格
が
要
求
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
中
間
取
引
に
上
る
利
益
は
拒
否
せ
ら
れ
て
居
り

特
に
蓮
送
費
の
如
き
が
無
視
せ
ら
れ
て
ゐ
た
か
ら
、
遂
に
所
期
の
目
的
を
達
す
る
事
が
出
来
十
、
従
来
よ
り
高
僚
た
も
の
は
共
の
億

高
債
を
維
持
し
安
債
な
も
の
は
公
定
債
格
迄
急
騰
せ
る
有
様
で
あ
っ
た
。

倫
右
と
同
時
代
の

g
弓
5

2ユ
ω
E
E己
ユ
(
教
曾
法
典
)

の
利
子
禁
止
も
公
疋
債
格
の
観
念
と
出
向
接
た
る
闘
係
を
持
っ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
が
、
更
に
重
要
な
の
は
中
世
に
於
け
る
官
鹿
の
債
格
統
制
で
あ
っ
て
、
濁
渇
に
於
て
は
己
に
十
一
世
紀
に
生
活
必
需
品
の
債

格
を
全
面
的
に
公
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o
而
し
て
官
廊
に
於
け
る
債
絡
公
定
は
最
高
債
格
を
公
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
向
業

組
合
に
は
最
低
慎
格
を
規
定
し
た
る
組
合
債
格
が
存
し
、
而
も
宮
臆
以
外
の
公
定
債
格
に
於
て
も
共
の
基
礎
に
は
倫
理
的
友
る
も
の

邸
ち
公
正
の
維
持
と
云
ふ
良
心
的
義
務
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
る
る
。

公
正
慣
格
。
意
義

五
四
五

第

披

第
四
十
凡
巻

O 
五
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公
正
債
格
の
意
義

五
四
六

O 

第

量主

第
四
十
八
巻

次
に
重
商
主
義
時
代
に
入
れ
ば
、
園
家
又
は
政
府
の
償
格
政
策
が
決
定
的
な
る
役
割
を
演
じ
た
事
は
容
易
に
想
像
せ
ら
れ
得
る
所

で
る
っ
て
、
主
と
し
て
食
料
品
の
慣
格
が
公
定
せ
ら
れ
、
共
の
償
絡
決
定
の
権
首
は
最
初
は
市
場
に
委
ね
ら
れ
で
あ
っ
た
が
後
に
は

園
玉
の
法
規
が
イ
ニ
シ
ヤ
テ
ィ
ヴ
を
執
る
事
と
た
っ
た
。
然
し
乍
ら
此
の
時
代
の
慣
格
政
策
は
結
局
は
生
産
政
策
で
あ
っ
て
倫
理
的

た
意
義
は
隠
蔽
せ
ら
れ
、
特
に
草
が
債
格
政
策
に
閥
阻
ハ
す
る
に
歪
つ
て
は
そ
れ
は
明
ら
か
に
国
防
政
策
で
も
あ
う
た
の
で

b
る。

然
ら
ば
、
共
の
後
十
九
世
紀
の
自
由
主
義
勃
興
時
代
に
拘
束
慣
絡
は
如
何
に
友
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
一
一
守
山
迄
も
友
く
自
由
主
義
幸

や
か
政
り
し
時
代
に
は
政
附
闘
自
然
に
よ
る
拘
束
僚
柏
は
存
し
な
か
勺
た
り
~
れ
共
、
そ
の
代
り
に
カ
ル
ア
ル
領
特
佐
一
寸
利
径
回
憾
の
拘
末

償
格
が
出
現
し
、
欧
洲
大
戦
の
勃
護
と
共
に
再
び
濁
逸
に
於
て
本
来
的
友
る
拘
束
憤
格
の
政
策
が
執
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
の
で
る
る
。

卸
ち
大
戦
勃
裂
と
共
に
‘

一
九
一
四
年
八
月
に
は
先
づ
最
高
償
格
法
(
同
年
十
二
月
十
七
日
新
制
定
)
が
制
定
せ
ら
れ
た
が
、
従
来
よ

り
高
債
左
商
品
は
市
揚
よ
り
姿
を
消
し
て
物
債
抑
制
の
目
的
を
達
し
得
占
な
か
っ
た
の
で
、
第
二
年
に
は
遁
営
た
る
慣
格
の
公
定
が
企

て
ら
れ
‘
過
営
な
る
利
潤
と
資
償
陀
閥
係
渇
き
費
用
の
排
除
と
云
ふ
二
犬
目
標
の
下
に
公
正
債
格
の
公
定
へ
向
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
然

し
乍
ら
夫
れ
に
も
拘
は
ら
や
向
安
僚
友
商
品
は
市
揚
よ
り
姿
を
消
し
て
商
品
の
全
般
的
排
底
が
感
ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
.
十
数
に

従
来
よ
り
用
ひ
た
る
差
押
及
び
管
理
の
制
度
を
強
化
す
る
と
共
に
定
量
配
給
及
び
消
費
割
営
等
全
般
的
市
場
統
制
が
加
へ
ら
れ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
然
ら
ば
大
戦
中
に
於
け
る
債
格
政
策
が
田
市
し

τ成
功
し
た
か
と
云
ふ
に
そ
れ
は
決

L
て
肯
定
さ
れ
得
べ
き
も
の
で

は
無
く
、
債
格
政
策
の
加
へ
ら
る
可
き
経
済
組
織
そ
の
も
の
が
未
だ
自
由
主
義
的
個
人
主
義
的
方
向
に
あ
っ
た
所
へ
突
如
と
し
て
拘

束
債
格
を
施
行
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
全
く
の
嫡
縫
策
に
終
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
町

最
後
に
大
戦
終
了
後
の
凋
逸
に
於
け
る
債
格
の
監
視
一
及
び
ナ
チ
ス
の
政
権
獲
得
以
後
に
於
け
る
公
正
債
格
へ
の
進
展
に
つ
い
て
は
、

a. a. O. S. 494 
a. a. O. SS.. 495-498. 
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飴
り
に
複
雑
友
る
が
潟
め
に
誌
に
詳
述
す
る
を
得
泣
い
の
で
あ
る
が
、
簡
単
に
漣
ぶ
れ
ば
次
の
如
く
で
る
る
。
印
ち
、

ナ
チ
ス
の
債

格
政
策
は
園
民
経
済
的
政
治
的
目
的
の
上
に
全
鰭
経
済
を
確
立
す
る
と
云
ふ
最
高
目
標
を
持
ち
、
そ
の
矯
め
に
失
業
者
を
生
産
過
程

に
導
入
す
る
事
と
圃
民
の
生
存
基
礎
を
確
立
す
る
事
と
が
要
求
せ
ら
れ
、
蕊
に
農
業
部
門
と
工
業
部
門
と
に
つ
い
て
別
個
の
債
格
政

策
が
行
は
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
先
づ
農
業
方
面
に
つ
い
て
見
る
に
、

一
方
に
於
て
統
一
的
市
場
組
織
の
確
立
を
期
ナ
る
と
夫

に
他
方
に
於
て
は
公
正
友
る
統
一
的
偵
帥
悼
の
資
現
が
期
待
せ
ら
れ
、
此
の
憤
絡
統
一
は
存
在
量
と
需
要
と
の
闘
係
に
鷹
じ
て
打
立
て

ら
れ
る
。
叉
工
業
方
面
に
於
て
は
、
債
俗
水
準
と
持
貨
水
準
'
即
ち
所
得
水
準
と
の
不
均
衡
を
是
正
し
、
カ
ル
テ
ル
の
如
き
猫
占
利
潤
を

排
除
し
、
園
内
生
還
の
外
岡
へ
の
依
存
性
伝
是
正
せ
ん
事
を
矧
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
結
局
は
日
々
の
需
要
を
確
保
し
芳
足
す
る
と
云

ふ
目
標
に
師
着
す
る
。
而
し
て
何
れ
の
場
合
に
於
て
も
、
公
正
債
格
と
は
個
々
の
生
産
部
門
に
於
け
る
牧
径
一
を
遁
度
一
に
考
慮
し
且
つ

治
資
者
の
矯
め
に
は
そ
の
所
得
を
以
て
定
分
充
足
せ
・
つ
る
可
ぎ
偵
体
マ
刀
付
れ
ば
批
ら
ね
の
で
あ
る
か
.
森
山
ク
午
計
劃
の
償
柏
統

制
に
は
、
身
分
的
た
る
又
は
峨
分
的
た
る
要
素
が
一
一
居
多
分
に
織
り
込
ま
れ
て
ゐ
る
事
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ね
の
で
あ
る
。

四

公
正
使
格
の
理
論
的
意
義

上
述
の
如
く
債
絡
の
公
正
と
云
ふ
事
に
闘
す
る
思
忽
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
古
代
よ
り
現
代
に
去
る
迄
幾
多
の
鑓
還
を
経
来
り
、
時
に

は
交
換
各
営
事
者
聞
の
公
平
を
期
す
る
と
一
五
ふ
が
如
き
個
人
に
掬
す
る
思
想
と
考
へ
ら
れ
得
る
が
如
き
も
の
も
存
し
て
は
ゐ
た
が
、

而
も
向
常
に
全
慌
に
於
け
る
個
人
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
事
に
注
意
せ
ね
ば
友
ら
ぬ
。
印
ち
公
正
慣
絡
の
理
論
ば
常
に
非
個
人
主
義
的

-
左
枇
舎
即
ち
自
由
主
義
を
否
定
す
る
経
済
組
織
に
於
て
の
み
問
題
と
友
り
得
る
事
が
知
ら
れ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
同
時
に
叉
そ
れ
は

公
正
債
格
の
意
義

崎
県
三
貌

C 
七

第
四
十
へ
巻

五
四
七

小穴氏前掲帯、 I95.I99頁、参照。Schoch!schabel; a. a. o. 55. 499-.50:<.. 
Hug; a. a. O. 55. 23ι248. 
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公
正
債
格
の
意
義

第
四
十
八
巻

五
四
八

第

貌

C 
i¥. 

拘
束
経
済
に
於
け
る
拘
束
債
格
の
理
想
型
に
闘
す
る
現
論
た
る
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
而
し
て
公
正
債
格
の
理
論
は
最
初
は
専
ら
倫

理
的
又
は
宗
教
的
基
礎
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
殊
に
中
世
に
於
け
る
公

E
債
格
の
思
想
は
特
に
倫
理
的
方
面
を
強
〈
主
張
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
中
世
以
後
に
至
つ
て
は
漸
〈
経
済
理
論
た
る
の
色
彩
が
濃
厚
と
危
り
来
り
、
現
代
に
於
て
は
飽
〈
迄
も
一

の
経
済
理
論
た
る
可
き
事
が
強
調
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
最
近
の
狽
逸
に
於
け
る
公
正
使
格
の
要
求
の
如
き
は
、
中
世
に
於
け
る
が

如
き
超
倫
理
的
た
る
概
念
佐
再
び
高
調
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
友
〈
、
一
の
秩
序
め
る
闘
民
経
済
の
再
建
設
の
銭
め
の
絞
済
的
一
枇
合

的
の
必
然
性
よ
り
来
る
の
で
あ
恥
。
勿
論
共
の
根
底
に
は
ア
公
共
の
利
径
は
個
人
の
利
益
K
先
ん
や
一
と
一
戸
ふ
倫
混
的
問
念
が
存
ナ
る

の
で
あ
っ
て
、
公
正
償
絡
の
理
論
が
結
局
は
倫
理
的
基
礎
の
上
に
立
つ
可
き
事
は
言
を
倹
た
ぢ
る
所
で
あ
る
が
、
中
世
に
於
け
る
倫

理
が
ス
コ
ラ
的
宗
教
的
で
あ
っ
た
の
に
反
し
て
現
在
の
倫
理
は
園
民
共
同
憾
の
大
理
想
に
よ
っ
て
規
制
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

斯
く
て
公
正
債
格
の
理
論
は
、
人
聞
が
又
は
人
格
性
が
身
分
的
乃
至
職
分
的
に
共
同
鰹
へ
全
鰻
的
に
関
聯
し
て
見
ら
れ
、
又
は
図

家
と
か
国
民
と
か
云
ふ
が
如
き
よ
り
高
き
全
陸
へ
秩
序
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
し
て
見
ら
れ
る
揚
合
に
現
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
つ

て
観
察
の
前
面
に
立
つ
も
の
は
生
け
る
人
間
で
あ
っ
て
死
せ
る
針
象
に
関
す
る
も
の
で
は
た
い
。
而
も
個
K

人
の
矯
め
に
の
み
又
は

個
々
人
の
満
足
の
矯
め
に
の
み
債
格
が
公

E
で
あ
る
可
き
も
の
で
は
左
く
、

公
E
債
格
は
共
同
健
に
於
け
る
個
人
に
闘
す
る
も
の
で

あ
る
。
邸
ち
そ
れ
は
人
聞
が
共
同
閣
の
矯
め
に
存
し
叉
共
同
鰻
よ
り
の
み
共
の
力
を
汲
み
取
り
得
る
と
云
ふ
事
に
よ
ヲ
て
裏
書
吃
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
故
陀
債
格
は
、
園
民
経
済
の
要
望
に
闘
し
図
民
経
済
の
一
定
の
目
的
に
闘
し
て
公
正
た
る
場
合
に
於
℃
-
初
め
て
公

正
左
り
と
言
は
れ
得
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
公

E
債
格
の
理
論
は
、
個
人
を
含
め
る
全
館
的
倫
理
観
の
基
礎
の
上
に
立
ち
而
も
一
定
の
全
館
的
目
的
K
闘
聯
し
て
定

H. J. Seraphirn; .Land wI'rtschaftJiche MllrkteingLiederung a.ls okonomischer 
Machtausgleich auf standischer Korporativer Gnmdlage， Berichte uber Land. 
wirtschaft N. F. Band XIX Heft 2. S. 235. 
Schachtschabel; a. a. O. S. 507. 
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立
せ
ら
れ
る
が
故
に
、
犬
れ
は
時
と
共
に
質
化
し
得
可
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
少
〈
共
図
民
経
済
が
一
つ
の
理
想
の
下
に
一
定
の
目
的

に
向
っ
て
秩
序
あ
る
溌
展
を
な
す
可
き
時
に
於
て
は
、
期
か
る
目
的
を
賓
現
せ
し
む
る
が
如
き
債
格
基
準
を
奥
へ
る
&
云
ふ
黙
に
於

て
不
可
扶
の
意
義
を
有
ず
る
も
の
で
あ
る
。
今
此
れ
を
白
雨
債
格
の
疋
常
的
裳
準
た
る
自
然
債
格
の
理
論
的
意
義
と
比
較
す
る
に
、
自

然
債
格
が
自
由
競
争
に
よ
る
経
済
の
調
和
的
務
展
に
於
て
共
の
意
義
を
認
め
ら
れ
る
に
劃
し
て
、
公
正
債
格
は
調
和
に
代
ふ
る
に
特

定
の
全
鑓
的
目
的
の
寅
現
性
に
於
で
共
の
意
義
を
認
め
ら
れ
る
。
而
し
て
調
和
た
る
思
忽
は
誠
に
美
は
し
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
園

叫
ん
経
済
が
北
川
の
必
然
的
運
命
と
し
て
一
定
の
目
的
に
逃
走
ん
と
ず
旬
。
時
に
は
、
此
の
調
和
の
思
想
に
代
ふ
る
に
公
主
の
思
想
が
不
可

歓
と
左
り
来
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ぽ
公
正
債
格
は
経
済
政
策
債
格
政
策
と
し
て
如
何
友
る
意
義
を
持
ち
又
如
何
た
る
考
患
を
必
要
と

ず
る
か
。
明
佐
改
め
て
事
z

へ
る
事
と
す
る
。

五

政
策
論
と
し
て
の
公
正
債
格

先
づ
公
正
債
格
乃
至
拘
束
債
絡
の
政
策
が
自
由
主
義
の
経
済
と
相
容
れ
ざ
る
事
は
己
に
明
ら
か
た
る
所
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
過
去

の
歴
史
に
顧
み
て
も
、
拘
束
債
格
が
問
題
と
た
っ
た
の
が
、
或
は
自
由
貿
格
の
快
陥
が
痛
感
せ
ら
れ
た
時
か
又
は
経
済
的
緊
急
扶
態

を
克
服
す
る
矯
め
に
自
由
主
義
経
済
を
以
て
は
不
可
能
左
り
し
時
代
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
事
貸
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る
。
例
へ
ば
ロ

1

マ
法
の
衰
亡
期
、
宗
一
敬
改
革
時
代
に
於
け
る
物
慣
騰
貴
と
者
修
逸
楽
の
風
潮
‘
枇
合
同
問
題
の
誕
生
せ
し
時
期
及
び
特
に
大
戦
中
の
経
済

緊
急
欣
態
等
を
想
起
す
れ
ば
、
公
正
債
格
が
専
ら
拘
束
経
済
に
於
て
の
み
貨
幣
政
策
の
目
標
た
り
得
る
事
が
知
ら
れ
る
で
-b
ら
う
d

而
し
て
公
正
債
格
が
狭
義
の
拘
束
債
格
た
る
園
家
的
拘
束
債
格
に
於
て
特
に
問
題
と
友
り
得
る
の
は
、

全
績
の
目
的
金
憾
の
要
求

公
正
債
格
の
意
義

第
四
十
八
巻

五
四
九

告存

続

一C
九
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公
正
債
格
の
意
義

五
五
C

O 

第
四
十
八
巻

宮存

続

自

と
云
ふ
も
の
が
、
岡
家
又
は
政
府
に
於
て
最
も
明
確
に
認
識
せ
ら
れ

E
つ
政
策
的
に
責
行
さ
れ
易
き
が
錦
に
外
友
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

然
ら
ぽ
-
択
に
、
園
出
家
的
拘
束
償
絡
政
策
の
目
標
た
る
公

E
債
格
は
何
に
よ
っ
て
規
制
せ
ら
れ
る
か
。
一
五
ふ
迄
も
泣
く
そ
れ
は
先
づ

全
館
的
目
的
の
重
要
牲
に
よ
っ
て
規
制
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
政
策
論
と
し
て
は
枇
合
政
策
的
問
題
性
に
よ
っ
て
制
約
せ
ら

ね
ば
た
ら
左
い
。
印
ち
共
般
的
に
は
、
全
惜
的
目
的
を
認
識
決
定
す
可
き
所
の
政
府
の
構
成
如
何
友
ぴ
此
の
政
府
が
全
韓
的
目
的
の

賞
現
と
枇
舎
的
公
正
と
を
如
何
に
調
和
す
る
か
と
云
ふ
事
が
公
正
債
格
の
政
策
的
範
鳴
に
於
て
特
に
重
要
視
せ
ら
れ
ね
ば
友
ら
ぬ
の

-

l

l

，
 

℃
方
ι

と

‘

ー

成
山
組
側
人
じ
全
慌
の
斜
め
K
布
十
廿
し
金
僻
的
知
的
の
智
現
m
u
e
札
に
は
他
人
に

↑
定
の
犠
耐
性
そ
旋
ふ
る
事
が
許
さ
る
可
し
と

し
で
も
、
個
人
を
全
然
減
却
す
る
事
に
よ
っ
て
全
慌
の
目
的
を
品
巡
行
す
る
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
っ
て
、
個
人
を
も
活
か
し
且
つ
全

慌
の
目
的
を
寅
現
し
得
可
き
事
が
望
ま
し
い
が
矯
め
で
あ
る
。

斯
く
て
公
正
債
格
の
資
現
の
震
め
に
債
格
政
策
を
行
ふ
に
蛍
つ
て
は
、
摘
出
格
を
公
定
す
る
に
詰
つ
で
も
財
の
存
在
量
、
此
の
射
に

謝
す
る
需
要
如
何
、
消
費
者
の
購
買
力
如
何
及
び
生
産
者
の
生
産
費
如
何
生
揮
を
慎
重
に
考
慮
せ
ね
ば
注
ら
ね
の
で
あ
る
が
、
而
も
山
阿

斯
か
る
考
慮
が
全
鱒
的
目
的
の
寅
現
と
雨
立
せ
ね
ば
な
ら
白
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
所
で
る
る
。
従
っ
て
共
の
前
提
と
し
て
は
、
拘
束

経
済
の
全
機
能
を
護
揮
し
て
、

一
方
に
は
各
種
の
所
得
配
分
の
不
公
一
止
を
是
正
し
て
身
的
分
職
分
的
に
公
五
友
る
所
得
配
分
を
行
ふ

と
共
に
、
他
方
に
は
生
産
費
の
全
般
に
亙
っ
て
公
正
た
る
費
用
慣
絡
を
規
定
し
、
蒋
し
公
定
債
格
と
公
正
念
る
費
用
と
が
雨
立
せ
ざ

る
揚
合
に
は
更
に
之
れ
に
趨
首
友
る
統
制
を
加
ふ
る
が
如
品
川
」
事
を
も
考
へ
ね
ば
な
ら
む
で
あ
ら
う
昭
郎
ち
例
へ
ば
、
関
民
の
生
存
資

料
を
維
持
す
る
と
云
ふ
全
健
的
目
的
の
矯
め
に
は
、
農
産
物
の
債
格
の
如
き
も
共
の
生
産
を
刺
戟
す
る
に
遁
営
た
る
と
共
に
消
費
者

の
立
場
よ
り
も
公
医
左
る
制
限
格
た
る
を
要
す
可
く
、
若
し
共
の
生
産
費
が
此
の
公
正
債
併
に
よ
っ
て
償
は
れ
ざ
る
揚
合
に
は
此
れ
に

Hug; a. a. O. S. 235. 
Schachtschabel; a. a. O. S. 505・
a. a. O. S. 507. 
Hug; a. a. O. SS. 218-220. 
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補
助
金
を
奥
へ
る
な
り
又
は
租
税
の
減
売
を
行
ふ
が
如
き
事
を
も
考
慮
せ
ね
ば
友
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
叉
工
業
方
面
に
於
て
も
、
振
興
さ

る
可
き
部
門
の
生
産
物
債
格
が
会

E
債
格
を
期
し
て
一
公
定
さ
れ
た
る
揚
合
に
、
若
し
大
小
種
々
な
る
企
業
に
於
て
共
の
生
産
費
を
異

に
す
る
止
な
ら
ば
、
或
は
企
業
の
利
潤
を
プ
ー
ル
し
て
生
産
費
の
均
衡
を
得
せ
し
め
る
が
如
き
統
制
策
も
必
要
と
左
り
来
る
で
る
ら
う
。

要
す
る
に
公
正
債
格
は
拘
束
経
済
に
於
て
の
み
初
め
て
賞
現
を
矧
し
得
可
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
患
に
概
念
上
構
成
せ
ら
れ

る
に
止
ま
り
賞
現
不
可
能
友
る
も
の
で
は
友
い
。
然
し
乍
ら
向
絶
針
的
に
完
全
友
る
拘
束
経
済
が
寄
目
一
現
せ
ら
れ
ぎ
る
限
り
は
、
例
へ

ば
自
由
掴
同
格
に
於
て
市
揚
債
格
が
結
え
や
自
然
債
格
に
近
づ
か
ん
と
し
つ
L

も
向
此
れ
に
一
致
し
得
ざ
る
が
如
〈
、

h

刑
来
債
格
も
亦

公
正
憤
同
情
b
z
貸
現
ぜ
ん
と
し
て
賓
現
し
雑
き
欣
熊
K
お
る
も
の
と
一
一
一
一
日
は
ね
ば
・
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

"...~ d 、.

l!i台

l仁"

以
上
に
於
て
私
は
、
公
正
使
格
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
矯
め
に
、
最
近
濁
遜
に
於
て
支
配
的
友
る
思
想
に
私
見
を
織
り
混
ぜ
て

此
れ
が
論
漣
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
即
ち
先
づ
公
正
債
格
と
は
、
専
ら
統
制
経
済
又
は
岡
家
的
拘
束
経
済
に
於
て
入
居
柿
的
に
構
成
せ

ら
れ
る
所
の
所
謂
拘
束
債
格
の
理
想
却
を
一
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
自
由
経
済
に
ゐ
け
る
白
巾
債
絡
の
湖
忽
型
た
る
自
然
債
格
K
概
首

ず
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
如
何
な
る
意
味
に
於
て
債
格
の
公
匹
と
一
一
員
ふ
事
が
考
へ
ら
れ
る
か
。
古
来
債
格
の
公
正
と
云
ふ
事
に
闘
す

る
思
想
と
此
れ
に
基
い
て
現
貨
に
行
は
れ
た
る
拘
束
憤
絡
政
策
と
は
種

hZ呉
れ
る
姿
を
執
っ
て
支
は
れ
た
の
で
あ
り
、
時
に
は
そ
の

基
礎
に
存
す
る
倫
理
的
観
念
が
強
調
せ
ら
れ
、
又
時
に
は
経
済
的
目
的
が
強
く
主
張
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
而
も
如
何
な
る
揚
合
に

も
田
平
及
る
個
人
間
の
公
正
さ
と
一
五
ふ
事
よ
り
も
寧
ろ
に
金
剛
胞
に
と
り
で
の
公
正
さ
と
云
ふ
思
想
が
強
〈
表
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

公
正
債
格
の
意
義

第
四
十
八
巻

五

王正

第

披



公
正
債
格
の
意
義

第
四
十
八
巻

五
五

官事

裁

殊
に
現
今
閣
制
逸
に
於
一
」
は
、
個
人
を
超
越
し
た
濁
品
辺
国
民
会
鱒
殊
に
其
の
一
定
の
目
的
責
現
に
閲
し
て
・
公
正
な
る
可
き
債
格
が
要

求
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
少
く
と
も
公
正
債
格
は
全
緯
的
目
的
責
現
の
潟
め
の
倫
理
相
聞
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
ら
れ
ね
ば
友
ら

友
い
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
練
っ
て
考
ふ
る
に
、
金
程
的
目
的
資
現
の
矯
め
に
公
正
な
る
債
格
と
は
ヲ
一
口
つ
で
も
、
個
人
を
全
然
減
却
し
て
考
へ
得
可

き
事
で
友
〈
又
許
さ
る
可
き
も
の
で
も
友
い
。
会
醐
躍
の
目
的
を
途
行
し
得
る
と
同
時
に
個
人
も
亦
生
雪
得
可
き
も
の
で
左
け
れ
ば
友

ら
た
い
の
で
あ
る
c

而
も
此
の
二
つ
の
要
求
が
両
立
し
得
る
斜
め
K
は
、
粧
桝
全
般
が
共
の
全
般
酌
目
的
の
遂
行
に
泊
す
る
様
完
全

に
計
量
拘
束
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
が
必
要
で
る
っ
て
、
経
椅
の
何
れ
か
の
面
に
於
て
自
由
主
義
的
危
る
素
地
を
残
せ
る
揚
合
に
は
容
易

に
此
の
理
想
を
賞
現
し
得
左
い
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
大
戦
営
初
に
狽
逸
に
於
て
行
は
れ
た
る
債
格
統
制
が
、
間
早
に
小
買
物
債
の
会
定

に
止
ま
ら
や
卸
買
物
債
を
も
公
定
し
、
更
に
安
債
に
て
の
賓
惜
み
を
征
服
す
る
矯
め
に
差
押
及
び
管
理
底
分
を
も
用
ひ
、
又
配
給
の

量
的
制
限
や
消
費
割
首
の
如
き
手
段
を
も
用
ひ
た
る
に
拘
は
ら
や
，
、
然
も
向
不
完
全
友
る
嫡
縫
策
に
終
っ
た
の
は
、
此
れ
全
く
公

E

債
格
を
適
用
す
可
き
素
地
が
未
だ
完
成
し
て
ゐ
左
か
っ
た
が
矯
め
に
外
友
ら
た
い
。

要
す
る
に
公
正
債
格
は
、
理
論
的
に
も
政
策
的
に
も
其
の
歴
史
の
奮
き
に
拘
は
ら
や
此
れ
に
蹄
ず
る
議
論
は
未
だ
甚
だ
幼
稚
た
も

の
で
る
っ
た
。
最
近
漸
〈
猫
鶏
に
於
て
此
の
問
題
に
針
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
の
は
、
調
逸
園
民
経
済
の
必
然
性
よ
り
来
た
も
の
で

は
あ
る
が
、
少
く
共
世
界
史
の
方
向
が
、
今
後
各
国
又
は
各
経
済
プ
ロ
ッ
ク
の
拘
束
経
済
化
を
必
然
左
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
公
疋
債
格
の
問
題
と
そ
経
済
壌
に
於
け
る
最
も
重
要
友
る
問
題
の
一
と
左
る
で
あ
ら
う
。




